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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性媒体と、
　顔料と、
　体積平均粒径が前記顔料の体積平均粒径の２倍以下であり、熱可塑性樹脂および油溶性
界面活性剤を含む樹脂粒子と、
　を含有し、
　前記油溶性界面活性剤の含有量が、前記熱可塑性樹脂に対して３質量％以上３０質量％
以下である水性インク。
【請求項２】
　前記油溶性界面活性剤が、アセチレングリコール骨格を有する界面活性剤である請求項
１に記載の水性インク。
【請求項３】
　前記アセチレングリコール骨格を有する界面活性剤が、下記一般式（１）である請求項
２に記載の水性インク。
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【化１】

 
（一般式（１）中、Ｒ１、Ｒ２は、各々独立に、水素原子、炭素数１以上５以下のアルキ
ル基を表す。Ｒ３は、水素原子またはメチル基を表す。ｍ及びｎは、各々独立に、０以上
５以下の整数を表す。）
【請求項４】
　前記熱可塑性樹脂が、酸価を有する熱可塑性樹脂である請求項１～請求項３のいずれか
１項に記載の水性インク。
【請求項５】
　前記熱可塑性樹脂が、少なくとも（メタ）アクリロイル骨格を有する単量体を重合した
重合体である請求項１～請求項４のいずれか１項に記載の水性インク。
【請求項６】
　請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の水性インクを収容したインクカートリッジ
。
【請求項７】
　請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の水性インクを収容し、前記水性インクを記
録媒体上に吐出する吐出ヘッドを備える記録装置。
【請求項８】
　請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の水性インクを吐出ヘッドから記録媒体上に
吐出する吐出工程を有する記録方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水性インク、インクカートリッジ、記録装置、及び記録方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、「水に可溶でその分子内に疎水部を持つ樹脂１～２０質量％と、酸化
チタン５～３０質量％を少なくとも含む着色剤と、アセチレングリコール類、アセチレン
アルコール類又はこれらの誘導体から選ばれる少なくとも１種０．０５～２質量％と、２
５℃における蒸気圧が５ｍｍＨｇ以下の水溶性溶剤１～２０質量％と、水とを少なくとも
含有する」水性マーキングインク組成物が開示されている。
　特許文献２には、「顔料と、水溶性有機溶剤と、界面活性剤と、水とを少なくとも含ん
でなり、前記顔料が分散剤なしに水に分散および／または溶解が可能な顔料であり、かつ
前記界面活性剤がアセチレングリコール骨格を有する界面活性剤である」インク組成物が
開示されている。
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【０００３】
　特許文献３には、「ビスアセトアセトアリリド顔料（ａ）、スチレン－アクリル酸系共
重合体（ｂ）、塩基性化合物（ｃ）、湿潤剤（ｄ）及び混練助剤（ｅ）を含有する混合物
を混練して得られる常温で固形の顔料組成物であって、前記混練助剤（ｅ）は下記一般式
（１）で表わされる化合物からなる界面活性剤、および／または下記一般式（２）で表さ
れる化合物と、アルキル基の炭素数が１２～１４のポリオキシエチレンアルキルエーテル
、及び／又は下記一般式（３）で表されるエーテル系化合物を含有する混合物からなる界
面活性剤を含有し、８～１２のＨＬＢ値を有し、前記混練助剤（ｅ）とビスアセトアセト
アリリド顔料（ａ）の質量比（ｅ）／（ａ）が０．５／１００～７／１００であり、かつ
前記スチレン－アクリル酸系共重合体（ｂ）の酸価が１４５～１７５である」顔料組成物
が開示されている。
【０００４】
　特許文献４には、「顔料と、１，２－アルカンジオールと、グリセリンと、多価アルコ
ール誘導体および／またはアセチレングリコール骨格を有する界面活性剤と、水溶性有機
溶媒と、水とを少なくとも含んでなるインクジェット記録用インク組成物であって、顔料
が、その表面を処理することによって分散剤なしに水に分散および／または溶解が可能な
ものとされたものであり、１、２－アルカンジオールが、１，２－ブタンジオール、１，
２－ペンタンジオール、または１，２－ヘキサンジオールからなる群から選択される少な
くとも一種であり、かつ、インク組成物の表面張力が２０℃で４０ｍＮｍ－１以下である
」インク組成物が開示されている。
【０００５】
　特許文献５には、「記録ヘッドから微小液滴インクもしくは霧状インクを噴出させ、記
録用媒体に該インクを付着させ記録を行うインクジェットまたはインクミスト記録方法に
用いる画像記録用インクの最低造膜温度が４０℃以上である」画像記録用インクが開示さ
れている。
【０００６】
　特許文献６には、「水と、着色剤と、グリセリンとを少なくとも含んでなり、かつ水に
溶解しない、平均粒径１．０μｍ以下の成分を少なくとも一種含んでなる」インクジェッ
ト記録用インクが開示されている。
【０００７】
　特許文献７には、「エチレン性不飽和単量体（Ａ）の乳化重合体からなる顔料捺染用バ
インダーであって、該単量体（Ａ）を乳化重合用乳化剤（Ｉ）の存在下で（共）重合させ
てなる（共）重合体からなり、該乳化剤（Ｉ）の重量平均分子量が５，０００～５００，
０００であり、該（Ｉ）のＳＰ値と該（Ａ）の（共）重合体のＳＰ値との差が２以下であ
り、かつ、該（Ｉ）のオキシエチレン単位の含有量が２０重量％以上である」顔料捺染用
バインダーが開示されている。
【０００８】
　特許文献８には、「水に溶解しなく分散する着色剤、水、湿潤剤、水溶性有機溶剤、な
らびに記録用インク全重量に対して２－エチル－１，３－ヘキサンジオールを０．１重量
％～３．０重量％含有し、下記一般式（１）で表されるアセチレングリコール骨格を有す
る界面活性剤を０．１重量％～３．０重量％含有する」記録用インクが開示されている。
【０００９】
　特許文献９には、「着色成分、保湿剤、ＨＬＢ値が８以下の非イオン系界面活性剤、水
、及び両性界面活性剤を少なくとも含んでなる水性インク組成物であって、該着色成分が
着色剤を分散ポリマーで包含して水に分散可能となる分散体であり、かつ該分散ポリマー
が疎水性部分と親水性部分とから成り、該親水性部分の少なくとも一部分が該疎水性部分
の一部分である未中和基を中和して得られる中和基であって、中和基の存在量が未中和基
と中和基との和に対してモル比で２０％以上６０％未満の範囲である」水性インク組成物
が開示されている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２０１１－１４４３５７号公報
【特許文献２】特開２００５－１２６７２９号公報
【特許文献３】特許第４８３５８１１号公報
【特許文献４】特許第３６４９３８８号公報
【特許文献５】特許第２８６７４９１号公報
【特許文献６】特許第３０４７４３５号公報
【特許文献７】特開平１１－３０２５８３号公報
【特許文献８】特開２００２－２８５０５５号公報
【特許文献９】特開２００６－２７４１２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　従来、水性媒体、顔料、及び樹脂粒子を含む水性インクが用いられている。樹脂粒子は
、記録媒体に対する画像の固着性向上のために水性インクに含有されているが、樹脂粒子
を含有する水性インクを用いて画像を形成しても、画像の耐擦過性が低い場合があった。
【００１２】
　本発明の課題は、水性媒体と、顔料と、樹脂粒子とを含む水性インクにおいて、樹脂粒
子の体積平均粒径が顔料の体積平均粒径の２倍を超える場合、又は樹脂粒子がスチレンア
クリル樹脂のみ含む場合に比べて、耐擦過性に優れた画像が得られる水性インクを提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記課題は、以下の手段により解決される。
【００１４】
　＜１＞に係る発明は、
　水性媒体と、
　顔料と、
　体積平均粒径が前記顔料の体積平均粒径の２倍以下であり、熱可塑性樹脂および油溶性
界面活性剤を含む樹脂粒子と、
　を含有する水性インク。
 
【００１５】
　＜２＞に係る発明は、
　前記油溶性界面活性剤が、アセチレングリコール骨格を有する界面活性剤である＜１＞
に記載の水性インク。
 
【００１６】
　＜３＞に係る発明は、
　前記アセチレングリコール骨格を有する界面活性剤が、下記一般式（１）である＜２＞
に記載の水性インク。
 
【００１７】
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【化１】

【００１８】
　一般式（１）中、Ｒ１、Ｒ２は、各々独立に、水素原子、炭素数１以上５以下のアルキ
ル基を表す。Ｒ３は、水素原子またはメチル基を表す。ｍ及びｎは、各々独立に、０以上
５以下の整数を表す。
【００１９】
　＜４＞に係る発明は、
　前記熱可塑性樹脂が、酸価を有する熱可塑性樹脂である＜１＞～＜３＞のいずれか１項
に記載の水性インク。
 
【００２０】
　＜５＞に係る発明は、
　前記熱可塑性樹脂が、少なくとも（メタ）アクリロイル骨格を有する単量体を重合した
重合体である＜１＞～＜４＞のいずれか１項に記載の水性インク。
 
【００２１】
　＜６＞に係る発明は、
　＜１＞～＜５＞のいずれか１項に記載の水性インクを収容したインクカートリッジ。
 
【００２２】
　＜７＞に係る発明は、
　＜１＞～＜５＞のいずれか１項に記載の水性インクを収容し、前記水性インクを記録媒
体上に吐出する吐出ヘッドを備える記録装置。
 
【００２３】
　＜８＞に係る発明は、
　＜１＞～＜５＞のいずれか１項に記載の水性インクを吐出ヘッドから記録媒体上に吐出
する吐出工程を有する記録方法。
 
【発明の効果】
【００２４】
　＜１＞、＜４＞、＜５＞に係る発明によれば、水性媒体と、顔料と、樹脂粒子とを含む
水性インクにおいて、樹脂粒子の体積平均粒径が顔料の体積平均粒径の２倍を超える場合
、又は樹脂粒子がスチレンアクリル樹脂のみ含む場合に比べて、耐擦過性に優れた画像が
得られる水性インクが提供される。
　＜２＞又は＜３＞に係る発明によれば、樹脂粒子に含まれる油溶性界面活性剤が、ポリ
オキシエチレンオレイルエーテルの界面活性剤である場合に比べ、耐擦過性に優れた画像
が得られる水性インクが提供される。



(6) JP 6828309 B2 2021.2.10

10

20

30

40

50

 
【００２５】
　＜６＞に係る発明によれば、水性媒体と、顔料と、樹脂粒子とを含む水性インクにおい
て、樹脂粒子の体積平均粒径が顔料の体積平均粒径の２倍を超える場合、又は樹脂粒子が
スチレンアクリル樹脂のみ含む場合に比べて、耐擦過性に優れた画像が得られる水性イン
クを収容したインクカートリッジが提供される。
 
【００２６】
　＜７＞又は＜８＞に係る発明によれば、水性媒体と、顔料と、樹脂粒子とを含む水性イ
ンクにおいて、樹脂粒子の体積平均粒径が顔料の体積平均粒径の２倍を超える場合、又は
樹脂粒子がスチレンアクリル樹脂のみ含む場合に比べて、耐擦過性に優れた画像が得られ
る水性インクを記録媒体上に吐出する記録装置、又は記録方法が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本実施形態に係る記録装置の一例を示す概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明の一例である実施形態について詳細に説明する。
【００２９】
＜水性インク＞
　本実施形態に係る水性インクは、水性媒体と、顔料と、樹脂粒子と、を含有する。
　そして、樹脂粒子は、樹脂粒子の体積平均粒径が顔料の体積平均粒径の２倍以下であり
、熱可塑性樹脂および油溶性界面活性剤を含む。
【００３０】
　従来、水性媒体と、顔料と、樹脂粒子とを含む水性インクが用いられており、樹脂粒子
は、記録媒体に対する画像の固着性の向上のために用いられている。しかしながら、樹脂
粒子を用いても画像の固着性が低下し、画像の耐擦過性が低い場合があった。画像の耐擦
過性を向上させるために、例えば、水性インク中の樹脂粒子の含有量を増加することが考
えられる。しかしながら、樹脂粒子の含有量が増加すると、水性インクの粘度が上昇する
ため、記録装置の吐出ヘッドからの吐出適性が低下しやすい。したがって、水性インク中
の樹脂粒子の含有量を増加させるのみで、画像の耐擦過性を向上させることは限界がある
。
【００３１】
　これに対して、本実施形態に係る水性インクは、上記構成により、耐擦過性に優れた画
像が得られる。その理由は定かではないが、以下のように推測される。
【００３２】
　樹脂粒子の体積平均粒径を顔料の体積平均粒径の２倍以内の大きさとすることで、顔料
に対する樹脂粒子の被覆性が向上する。
　また、樹脂粒子が油溶性界面活性剤を含有することで、界面活性剤が樹脂粒子中から水
相側に溶出することを抑制し得る。そして、樹脂粒子が油溶性界面活性剤を含んでいるこ
とにより、樹脂粒子が可塑効果を有する。それとともに、樹脂粒子の界面張力が低下する
ため、樹脂粒子どうしが互いに接触し易くなり、樹脂粒子相互の接着性が向上する。
　その結果、上記構成を有する水性インクを用いて形成した画像中では、顔料への樹脂粒
子の被覆性が高まることにより、顔料相互の接着性が向上する。また、樹脂粒子が油溶性
界面活性剤を含んでいることにより、樹脂粒子相互の接着性が向上する。そのため、上記
構成を有する水性インクを用いて形成した画像は、固着性が高まる。
　以上の理由から、本実施形態に係る水性インクは、樹脂粒子の被覆性の向上による顔料
相互の接着性と、油溶性界面活性剤による樹脂粒子の接着性の向上との効果を有するによ
り、画像の固着性が高まるため、耐擦過性に優れる画像が得られると推測される。
【００３３】
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　なお、本実施形態に係る水性インクは、インクジェット方式の画像記録に用いるインク
として好適である。また、本実施形態に係る水性インクは、水性ペン等の筆記具、オフセ
ット印刷、スタンプなどの用途にも好適である。
【００３４】
　以下、本実施形態に係る水性インクの成分について詳細に説明する。
【００３５】
［顔料］
　顔料としては、公知のあらゆる有機顔料及び無機顔料が挙げられる。顔料は、水性イン
クの色相に応じて、黒色顔料、シアン色顔料、マゼンタ色顔料、イエロー色顔料などを選
択し又は組み合せて使用する。
【００３６】
　黒色顔料（ブラック顔料）としては、キャボット社のＲｅｇａｌシリーズ、Ｍｏｎａｒ
ｃｈシリーズ、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ　Ｌ、ＭＯＧＵＬ　Ｌ；ウイルバー・エリス社
のＲａｖｅｎシリーズ；オリオンエンジニアドカーボンズ社のＳｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃ
ｋシリーズ、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋシリーズ、Ｐｒｉｎｔｅｘシリーズ；三菱化学のＮ
ｏ．２５、Ｎｏ．３３、Ｎｏ．４０、Ｎｏ．４７、Ｎｏ．５２、Ｎｏ．９００、Ｎｏ．２
３００、ＭＣＦ８８、ＭＡ６００、ＭＡ７、ＭＡ８、ＭＡ１００；等が挙げられる。
　シアン色顔料としては、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１、２、３、１５、１５
：１、１５：２、１５：３、１５：４、１６、２２、６０等が挙げられるが、これらに限
定されるものではない。
　マゼンタ色顔料としては、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　５、７、１２、４８、４
８：１、５７、１１２、１２２、１２３、１４６、１６８、１７７、１８４、２０２；Ｃ
．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１９；等が挙げられるが、これらに限定されるも
のではない。
　イエロー色顔料としては、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１、２、３、１２
、１３、１４、１６、１７、７３、７４、７５、８３、９３、９５、９７、９８、１１４
、１２８、１２９、１３８、１５１、１５４、１８０等が挙げられるが、これらに限定さ
れるものではない。
【００３７】
　顔料は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。顔料と共に染料を用
いてもよい。
【００３８】
　ここで、顔料と併せて顔料分散剤を用いることが望ましい。使用される顔料分散剤とし
ては、高分子分散剤、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、両性界面活性剤、
非イオン性界面活性剤等が挙げられる。
【００３９】
　高分子分散剤としては、親水性構造部と疎水性構造部とを有する重合体が好適に用いら
れる。親水性構造部と疎水性構造部とを有する重合体としては、例えば縮合系重合体と付
加重合体とが使用される。縮合系重合体としては、公知のポリエステル系分散剤が挙げら
れる。付加重合体としては、α，β－エチレン性不飽和基を有する単量体の付加重合体が
挙げられる。親水性基を有するα，β－エチレン性不飽和基を有する単量体と疎水性基を
有するα，β－エチレン性不飽和基を有する単量体を組み合わせて共重合することにより
目的の高分子分散剤が得られる。また、親水性基を有するα，β－エチレン性不飽和基を
有する単量体の単独重合体も用いられる。
【００４０】
　親水性基を有するα，β－エチレン性不飽和基を有する単量体としては、カルボキシ基
、スルホン酸基、水酸基、りん酸基等を有する単量体、例えば、アクリル酸、メタクリル
酸、クロトン酸、イタコン酸、イタコン酸モノエステル、マレイン酸、マレイン酸モノエ
ステル、フマル酸、フマル酸モノエステル、ビニルスルホン酸、スチレンスルホン酸、ス
ルホン化ビニルナフタレン、ビニルアルコール、アクリルアミド、メタクリロキシエチル
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ホスフェート、ビスメタクリロキシエチルホスフェート、メタクリロオキシエチルフェニ
ルアシドホスフェート、エチレングリコールジメタクリレート、ジエチレングリコールジ
メタクリレート等が挙げられる。
【００４１】
　疎水性基を有するα，β－エチレン性不飽和基を有する単量体としては、スチレン、α
－メチルスチレン、ビニルトルエン等のスチレン誘導体、ビニルシクロヘキサン、ビニル
ナフタレン、ビニルナフタレン誘導体、アクリル酸アルキルエステル、メタクリル酸アル
キルエステル、メタクリル酸フェニルエステル、メタクリル酸シクロアルキルエステル、
クロトン酸アルキルエステル、イタコン酸ジアルキルエステル、マレイン酸ジアルキルエ
ステル等が挙げられる。
【００４２】
　高分子分散剤として望ましい共重合体の例としては、スチレン－スチレンスルホン酸共
重合体、スチレン－マレイン酸共重合体、スチレン－メタクリル酸共重合体、スチレン－
アクリル酸共重合体、ビニルナフタレン－マレイン酸共重合体、ビニルナフタレン－メタ
クリル酸共重合体、ビニルナフタレン－アクリル酸共重合体、アクリル酸アルキルエステ
ル－アクリル酸共重合体、メタクリル酸アルキルエステル－メタクリル酸共重合体、スチ
レン－メタクリル酸アルキルエステル－メタクリル酸共重合体、スチレン－アクリル酸ア
ルキルエステル－アクリル酸共重合体、スチレン－メタクリル酸フェニルエステル－メタ
クリル酸共重合体、スチレン－メタクリル酸シクロヘキシルエステル－メタクリル酸共重
合体、又はこれらの塩等が挙げられる。また、これらの重合体に、ポリオキシエチレン基
、水酸基を有する単量体を共重合させてもよい。
【００４３】
　高分子分散剤の重量平均分子量としては、例えば、２０００以上５００００以下がよい
。
【００４４】
　これら高分子分散剤は、単独で用いても、二種類以上を併用しても構わない。高分子分
散剤の含有量は、顔料により大きく異なるため一概には言えないが、顔料に対し、０．１
質量％以上１００質量％以下であることがよい。
【００４５】
　顔料としては、水に自己分散する顔料（以下自己分散型顔料と称する）も挙げられる。
　自己分散型顔料とは、顔料表面に水に対する可溶化基を有し、高分子分散剤が存在しな
くとも水中で分散する顔料のことを指す。自己分散型顔料は、例えば、顔料に対して酸・
塩基処理、カップリング剤処理、ポリマーグラフト処理、プラズマ処理、酸化／還元処理
等の表面改質処理を施すことにより得られる。
【００４６】
　自己分散型顔料としては、上記顔料に対して表面改質処理を施した顔料の他、キャボッ
ト社製のＣａｂ－ｏ－ｊｅｔ－２００、Ｃａｂ－ｏ－ｊｅｔ－３００、Ｃａｂ－ｏ－ｊｅ
ｔ－４００、ＩＪＸ－１５７、ＩＪＸ－２５３、ＩＪＸ－２６６、ＩＪＸ－２７３、ＩＪ
Ｘ－４４４、ＩＪＸ－５５、Ｃａｂ－ｏ－ｊｅｔ－２５０Ｃ、Ｃａｂ－ｏ－ｊｅｔ－２６
０Ｍ、Ｃａｂ－ｏ－ｊｅｔ－２７０Ｙ、Ｃａｂ－ｏ－ｊｅｔ－４５０Ｃ、Ｃａｂ－ｏ－ｊ
ｅｔ－４６５Ｍ、Ｃａｂ－ｏ－ｊｅｔ－４７０Ｙ、Ｃａｂ－ｏ－ｊｅｔ－４８０Ｍ、オリ
エント化学社製のＭｉｃｒｏｊｅｔ　Ｂｌａｃｋ　ソルスパース２００００等の市販の自
己分散顔料等も挙げられる。
【００４７】
　自己分散型顔料としては、その表面に官能基として少なくともスルホン酸、スルホン酸
塩、カルボン酸、又はカルボン酸塩を有する顔料であることがよい。望ましくは、表面に
官能基として少なくともカルボン酸、又はカルボン酸塩を有する顔料である。
【００４８】
　ここで、顔料としては、樹脂により被覆された顔料等も挙げられる。これは、マイクロ
カプセル顔料と呼ばれ、ＤＩＣ社製、東洋インク社製などの市販のマイクロカプセル顔料
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がある。なお、市販のマイクロカプセル顔料に限られず、目的に応じて作製したマイクロ
カプセル顔料を使用してもよい。
　また、顔料としては、高分子化合物を顔料に物理的に吸着又は化学的に結合させた樹脂
分散型顔料も挙げられる。
　また、顔料としては、黒色とシアン、マゼンタ、イエローの３原色顔料のほか、赤、緑
、青、茶、白等の特定色顔料や、金、銀色等の金属光沢顔料、無色又は淡色の体質顔料、
プラスチックピグメント等も挙げられる。
　また、顔料としては、シリカ、アルミナ、又は、ポリマービード等をコアとして、その
表面に染料又は顔料を固着させた粒子、染料の不溶レーキ化物、着色エマルション、着色
ラテックス等も挙げられる。
【００４９】
　顔料の体積平均粒径は、例えば１０ｎｍ以上１００ｎｍ以下の範囲であることがよく、
１５ｎｍ以上９５ｎｍ以下の範囲が望ましく、２０以上９０以下の範囲がより望ましい。
　顔料の体積平均粒径の測定方法としては、例えば、レーザー回折・散乱法によるもの（
島津製作所社製ＳＡＬＤ２２００、堀場製作所製ＬＢ－５００、日機装社製ＭＴ３３００
等）、遠心沈降方式、コールターカウンター、電子顕微鏡等の通常用いられている測定装
置により測定することができる。
　具体的には、固形分濃度２０質量％に調整した顔料分散液を５０質量倍の水で希釈し、
動的光散乱式粒径分布測定装置（堀場製作所社製、ＬＢ－５００）を用い、２５℃で測定
を行う。そして、メジアン径をもって、顔料の体積平均粒径とする。
【００５０】
　顔料の含有量は、水性インクの全質量に対して、１質量％以上２５質量％以下が望まし
く、２質量％以上２０質量％以下がより望ましい。
【００５１】
［樹脂粒子］
　樹脂粒子は、熱可塑性樹脂と、油溶性界面活性剤とを含有する。
【００５２】
－熱可塑性樹脂－
　熱可塑性樹脂としては、特に限定されないが、例えば、スチレン骨格を有する単量体を
重合した重合体、（メタ）アクリロイル骨格を有する単量体を重合した重合体、これらの
骨格を有する単量体を共重合した重合体等のビニル樹脂；ポリエステル樹脂；ポリオレフ
ィン樹脂；ポリアミド樹脂等が挙げられる。熱可塑性樹脂は、１種を単独で用いてもよく
、２種以上を併用してもよい。
　なお、本明細書中において、「（メタ）アクリル」とは、「アクリル」及び「メタクリ
ル」のいずれをも含む表現である。また、「（メタ）アクリロイル」とは、「アクリロイ
ル」及び「メタクリロイル」のいずれをも含む表現である。
【００５３】
　これらの中でも、樹脂粒子の体積平均粒径が顔料の体積平均粒径の２倍以下に制御する
点で、酸価を有する熱可塑性樹脂であることが望ましい。なお、酸価を有する熱可塑性樹
脂を用いると、転相乳化法によって樹脂粒子を作製しやすくなり、生産性の点で有利であ
る。
【００５４】
・酸価を有する樹脂
　酸価を有する熱可塑性樹脂は、酸価を持っていて水に溶解し難い樹脂であれば、特に制
限されるものではない。酸価を有する熱可塑性樹脂としては、例えば、少なくとも（メタ
）アクリロイル骨格を有する単量体を重合した重合体、ポリエステル樹脂等が挙げられ、
少なくとも（メタ）アクリロイル骨格を有する単量体を重合した重合体を用いることが望
ましい。
【００５５】
　酸価を有する熱可塑性樹脂の酸価は、樹脂粒子の体積平均粒径が顔料の体積平均粒径の
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２倍以下に制御する点で、１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上１００ｍｇＫＯＨ／ｇ以下（望ましく
は１５ｍｇＫＯＨ／ｇ以上５０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下）の範囲であることがよい。
　酸価が１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上であると、転相乳化法によって、樹脂粒子の小径化を達
成し易くなる。一方、酸価が１００ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であると、インクを作製して被印
刷物に画像を形成したときに、形成された画像の耐水性の低下が抑制される。
【００５６】
　酸価の測定は、中和滴定法により求める。試料５ｇをベンジルアルコール５０ｍｌに溶
解させ、指示薬としてフェノールフタレイン／エタノール溶液を数滴加えた後、０．１規
定ＫＯＨ水溶液で滴定を行った。試料溶液の色が無色から紫色に着色した点を終点とし、
この際の滴定量と試料質量から酸価（ｍｇＫＯＨ／ｇ）を算出する。
　なお、酸価は、酸価をＡ、試料量をＳ（ｇ）、滴定に用いた０．１ｍｏｌ／ｌ水酸化カ
リウムエタノール溶液をＢ（ｍｌ）、ｆを０．１ｍｏｌ／ｌ水酸化カリウムエタノール溶
液のファクターとした時、Ａ＝（Ｂ×ｆ×５．６１１）／Ｓとして算出する。
【００５７】
　以下、酸価を有する熱可塑性樹脂について詳細に説明する。
　酸価を有する熱可塑性樹脂は、例えば、酸性基を有する単量体（以下、「酸性基含有単
量体」とも称する）と、酸性基含有単量体と共重合し得る他の単量体とを溶媒中で重合し
て得られる共重合体が挙げられる。
【００５８】
　酸性基含有単量体と共重合し得る他の単量体との共重合体は、具体的には、例えば、酸
性基含有単量体と、酸性基含有単量体と共重合し得る他の単量体とを含む混合物、および
重合開始剤を、有機溶剤（例えば、酢酸エチル、酢酸ブチル、アセトン、メチルエチルケ
トン、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン、テトラヒドロフラン、ジオキサン、
Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、ベンゼン、トルエン、
アセトニトリル、塩化メチレン、クロロホルム、ジクロロエタン、メタノール、エタノー
ル、１－プロパノール、２－プロパノール、１－ブタノール等）の単独溶媒または２種以
上の混合溶媒中で、０℃以上１００℃以下の範囲で重合を行うことで得られる。
【００５９】
　酸性基含有単量体としては、例えば、カルボキシ基を有する単量体、スルホン酸基を有
する単量体等が挙げられる。カルボキシ基を有する単量体としては、（メタ）アクリロイ
ル骨格を有する単量体が望ましく、繰り返し単位中にカルボキシ基を一つまたは二つ含ん
だ（メタ）アクリロイル骨格を有する単量体が望ましい。
【００６０】
　カルボキシ基を有する単量体の具体例としては、例えば、（メタ）アクリル酸、アクリ
ル酸２－カルボキシエチル、クロトン酸、エタアクリル酸、プロピルアクリル酸、イソプ
ロピルアクリル酸、イタコン酸、フマル酸、マレイン酸、２－カルボキシエチルアクリレ
ート、２－カルボキシプロピルメタクリレート、コハク酸２－（メタ）アクリロイルオキ
シエチル、フタル酸２－（メタ）アクリロイルオキシエチル、ヘキサヒドロフタル酸２－
（メタ）アクリロイルオキシエチル、及びβ－ＣＥＡ（β－カルボキシエチルアクリレー
ト）等が挙げられる。これらの中でも、（メタ）アクリル酸、アクリル酸２－カルボキシ
エチル、β―ＣＥＡが望ましい。
【００６１】
　スルホン酸基を有する単量体の具体例としては、例えば、スチレンスルホン酸、イソプ
レンスルホン酸、スルホブチルメタクリレート、アリルスルホン酸等が挙げられる。
　また、樹脂を重合した後、硫酸、発煙硫酸、スルファミン酸等のスルホン化剤によりス
ルホン化した樹脂も挙げられる。
【００６２】
　酸性基含有単量体と共重合し得る他の単量体の具体例としては、（メタ）アクリル酸メ
チル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸イソプロピル、（メタ）アクリル
酸－ｎ－プロピル、（メタ）アクリル酸－ｎ－ブチル、（メタ）アクリル酸イソブチル、
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（メタ）アクリル酸－ｔ－ブチル、（メタ）アクリル酸－２－エチルヘキシル、（メタ）
アクリル酸－ｎ－オクチル、（メタ）アクリル酸ラウリル、（メタ）アクリル酸ステアリ
ル、（メタ）アクリル酸トリデシル、（メタ）アクリル酸ベンジル等の（メタ）アクリル
酸エステル；ステアリン酸およびグリシジルメタクリレートの付加反応物等の油脂肪酸と
、オキシラン構造を有する（メタ）アクリル酸エステル単量体との付加反応物；炭素原子
数３以上のアルキル基を含むオキシラン化合物と（メタ）アクリル酸との付加反応物；ス
チレン、α－メチルスチレン、ｏ－メチルスチレン、ｍ－メチルスチレン、ｐ－メチルス
チレン、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルスチレン等のスチレン骨格を有する単量体；イタコン酸ベ
ンジル等のイタコン酸エステル；マレイン酸ジメチル等のマレイン酸エステル；フマル酸
ジメチル等のフマル酸エステル等が挙げられる。
　さらに、アクリロニトリル、メタクリロニトリル、酢酸ビニル、（メタ）アクリル酸イ
ソボルニル、（メタ）アクリル酸アミノエチル、（メタ）アクリル酸アミノプロピル、（
メタ）アクリル酸メチルアミノエチル、（メタ）アクリル酸メチルアミノプロピル、（メ
タ）アクリル酸エチルアミノエチル、（メタ）アクリル酸エチルアミノプロピル、（メタ
）アクリル酸アミノエチルアミド、（メタ）アクリル酸アミノプロピルアミド、（メタ）
アクリル酸メチルアミノエチルアミド、（メタ）アクリル酸メチルアミノプロピルアミド
、（メタ）アクリル酸エチルアミノエチルアミド、（メタ）アクリル酸エチルアミノプロ
ピルアミド、（メタ）アクリル酸アミド、（メタ）アクリル酸ヒドロキシメチル、（メタ
）アクリル酸－２－ヒドロキシエチル、（メタ）アクリル酸－２－ヒドロキシプロピル、
Ｎ－メチロールアクリルアミド、アリルアルコール等が挙げられる。
【００６３】
　酸性基含有単量体と共重合し得る他の単量体としては、これらの中でも、（メタ）アク
リル酸エステル、及びスチレン骨格を有する単量体が望ましい。
【００６４】
　酸性基含有単量体と、酸性基含有単量体と共重合し得る他の単量体との共重合比（質量
基準、酸性基含有単量体／酸性基含有単量体と共重合し得る他の単量体）は、例えば、３
．０／９７乃至１０／９０の範囲が挙げられる。
【００６５】
　酸価を有する熱可塑性樹脂としては、前述のように、ポリエステル樹脂も挙げられる。
　ポリエステル樹脂としては、特に制限はなく、目的に応じて選択すればよい。例えば、
多価カルボン酸類と多価アルコール類との重縮合体などが挙げられる。
【００６６】
　多価カルボン酸類としては、特に制限はなく、目的に応じて選択すればよい。具体的に
は、例えば、テレフタル酸、イソフタル酸、オルソフタル酸、１，５－ナフタルレンジカ
ルボン酸、２，６－ナフタレンジカルボン酸、ジフェン酸、スルホテレフタル酸、５－ス
ルホイソフタル酸、ヘキサヒドロ無水フタル酸、４－スルホフタル酸、４－スルホナフタ
レン－２，７ジカルボン酸、５（４－スルホフェノキシ）イソフタル酸、スルホテレフタ
ル酸等の芳香族ジカルボン酸；コハク酸、アジピン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ドデ
カンジカルボン酸等の脂肪族ジカルボン酸；芳香族オキシカルボン酸；脂環族ジカルボン
酸；３価以上の多価カルボン酸などが挙げられる。これらは、１種単独で重合してもよく
、２種以上を併用して重合してもよい。
【００６７】
　前記多価アルコール類としては、特に制限はなく、目的に応じて選択すればよい。具体
的には、例えば、エチレングリコール、プロピレングリコール、１，３－プロパンジオー
ル、２，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、１
，６－ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール、ジエチレングリコール、ジプロピレ
ングリコール、２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール、ポリエチレングリ
コール、ポリプロピレングリコール、ポリテトラメチレングリコール、トリメチロールエ
タン、トリメチロールプロパン、グリセリン、ペンタエルスリトール、１，４－シクロヘ
キサンジオール、１，４－シクロヘキサンジメタノール、スピログリコール、トリシクロ
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デカンジオール、トリシクロデカンジメタノール、メタキシレングリコール、オルトキシ
レングリコール、１，４－フェニレングリコール、ビスフェノールＡ、ラクトン系ポリエ
ステルポリオール類等の脂肪族多価アルコール類；脂環族多価アルコール類；芳香族多価
アルコール類などが挙げられる。これらは、１種単独で重合してもよく、２種以上を併用
して重合してもよい。
【００６８】
　ポリエステル樹脂は、周知の製造方法により得られる。具体的には、例えば、重合温度
を１８０℃以上２３０℃以下とし、必要に応じて反応系内を減圧にし、縮合の際に発生す
る水やアルコールを除去しながら反応させる方法により得られる。
　なお、原料の単量体が、反応温度下で溶解又は相溶しない場合は、高沸点の溶剤を溶解
補助剤として加え溶解させてもよい。この場合、重縮合反応は溶解補助剤を留去しながら
行う。相溶性の悪い単量体が存在する場合は、あらかじめ相溶性の悪い単量体とその単量
体と重縮合予定の酸又はアルコールとを縮合させておいてから主成分と共に重縮合させる
とよい。
【００６９】
　熱可塑性樹脂は、重量平均分子量（Ｍｗ）が１０００以上２０００００以下の範囲がよ
く、３０００以上１５００００以下の範囲が望ましい。
【００７０】
　熱可塑性樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）は、ゲルパーミエーションクロマトグラフィ（
ＧＰＣ）により測定する。ＧＰＣによる分子量測定は、測定装置としてＨＬＣ－８１２０
ＧＰＣ、ＳＣ－８０２０（東ソー）を用い、カラムとしてＴＳＫｇｅｌ　ＳｕｐｅｒＨＭ
－Ｍ（６．０ｍｍＩＤ×１５ｃｍ）（東ソー）を２本用い、溶離液としてテトラヒドロフ
ランを用いる。測定条件は、試料濃度０．５質量％、流速０．６ｍＬ／ｍｉｎ、サンプル
注入量１０μＬ、測定温度４０℃とし、ＲＩ検出器で検出を行う。検量線は、東ソー「ｐ
ｏｌｙｓｔｙｌｅｎｅ標準試料ＴＳＫ　ｓｔａｎｄａｒｄ」：「Ａ－５００」、「Ｆ－１
」、「Ｆ－１０」、「Ｆ－８０」、「Ｆ－３８０」、「Ａ－２５００」、「Ｆ－４」、「
Ｆ－４０」、「Ｆ－１２８」、「Ｆ－７００」の１０サンプルから作成する。
【００７１】
－油溶性界面活性剤－
　油溶性界面活性剤は、ＨＬＢが１０以下を示す界面活性剤である。油溶性界面活性剤は
ＨＬＢが１０以下（望ましくは３以上１０以下、より望ましくは４以上９以下）の範囲で
あれば特に限定されない。
【００７２】
　なお、ＨＬＢ（親水基／疎水基バランス「Ｈｙｄｒｏｐｈｉｌｅ－　Ｌｉｐｏｐｈｉｌ
ｅ　Ｂａｒａｎｃｅ」）は、以下の式（グリフィン法）により定義されるものである。
・ＨＬＢ＝２０×（親水部の式量の総和／分子量）
【００７３】
　ＨＬＢが１０以下の油溶性界面活性剤としては、例えば、アセチレングリコール骨格を
有する界面活性剤；ソルビタンモノオレート、ソルビタンセスキオレート、ソルビタント
リオレート、ソルビタンモノステアレート等のソルビタン脂肪酸エステル；ポリオキシエ
チレンソルビタンモノオレート、ポリオキシエチレンソルビタントリオレート、ソルビタ
ンモノパルミテート等のソルビタン脂肪酸エステルのエチレンオキサイド付加物；グリセ
リルモノステアレート、デカグリセリルトリオレート、ヘキサグリセリンポリリシノレー
ト等のポリグリセリン脂肪酸エステル；ポリオキシエチレンソルビット脂肪酸エステル、
ポリオキシエチレングリセリン植物油脂肪酸エステル等のポリグリセリン脂肪酸エステル
のエチレンオキサイド付加物等の界面活性剤等が挙げられる。
　また、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンアルキルアミン、
ポリオキシエチレン脂肪酸アミド、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンアルキルエ
ーテル、ポリオキシエチレンひまし油、ポリオキシエチレン硬化ひまし油、高級アルコー
ル等の界面活性剤が挙げられる。
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　さらに、ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ポリオキシエチレンステアリルエーテ
ル等の高級アルコールのエチレンオキサイド付加物等の界面活性剤が挙げられる。
　その他、構造は明確では無いがＨＬＢが１０以下の市販の油溶性界面活性剤も挙げられ
る。これらの界面活性剤は単独で用いてもよく、２種類以上を組み合わせて用いてもよい
。
【００７４】
　これらの中でも、画像の耐擦過性の点で、アセチレングリコール骨格を有する界面活性
剤がよく、下記一般式（１）で表されるアセチレングリコール骨格を有する界面活性剤が
望ましい。なお、アセチレングリコール骨格を有する界面活性剤を用いることで、上記構
成を有する水性インクを用いて画像を形成したときに、記録媒体に対する濡れ性等が向上
し得る。
【００７５】
【化２】

【００７６】
　一般式（１）中、Ｒ１、Ｒ２は、各々独立に、水素原子、炭素数１以上５以下のアルキ
ル基を表す。Ｒ３は、水素原子またはメチル基を表す。ｍ及びｎは、各々独立に、０以上
５以下の整数を表す。
【００７７】
　炭素数１以上５以下のアルキル基としては、直鎖状のアルキル基でもよく、分岐状のア
ルキル基でもよい。
　直鎖状のアルキル基としては、具体的には、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｎ
－ブチル基、ｎ－ペンチル基が挙げられる。
　分岐状のアルキル基として具体的には、イソプロピル基、イソブチル基、ｓｅｃ－ブチ
ル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、イソペンチル基、ネオペンチル基、ｔｅｒｔ－ペンチル基等
が挙げられる。
　なお、Ｒ１およびＲ２は同一であっても、異なっていてもよい。
【００７８】
　上記の一般式（１）で表されるアセチレングリコール骨格を有する界面活性剤の具体例
としては、例えば、２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－ジオール、４
，７－ジメチル－５－デシン－４，７－ジオール、２，５，８，１１－テトラメチル－６
－ドデシン－５，８－ジオールの、５，８－ジメチル－６－ドデシン－５，８－ジオール
、２，３，６，７－テトラメチル－４－オクチン－３，６－ジオール、３，６－ジメチル
－４－オクチン－３，６－ジオール、３，６－ジエチル－４－オクチン－３，６－ジオー
ル、２，５－ジメチル－３－ヘキシン－２，５－ジオールが挙げられ、さらに、これらの
エチレンオキサイド付加物等が挙げられる。
【００７９】
　これらの中でも、アセチレングリコール骨格を有する界面活性剤としては、２，４，７
，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－ジオール、及び２，４，７，９－テトラメチ
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ル－５－デシン－４，７－ジオールのエチレンオキサイド付加物の少なくとも１種が望ま
しく、特に、下記構造式（１－１）で示される界面活性剤であることがより望ましい。
【００８０】
【化３】

【００８１】
　構造式（１－１）中、ｍ及びｎは、それぞれ独立して０以上５以下の整数を表す。
【００８２】
　構造式（１－１）で表されるアセチレングリコール骨格を有する界面活性剤の具体例と
しては、例えば、川研ファインケミカル社製品のアセチレノールシリーズ（アセチレノー
ルＥＣＯ、Ｅ１３Ｔ、Ｅ４０等）、日信化学工業社製品のサーフィノールシリーズ（サー
フィノールＴＧ、６１、４４０等）があげられる。これらの界面活性剤は単独で用いても
よいし２種類以上を組み合わせて用いてもよい。
【００８３】
　油溶性界面活性剤の含有量は、熱可塑性樹脂全体に対し、３質量％以上３０質量％以下
であることがよく、５質量％以上２０質量％以下とすることが望ましい。
【００８４】
　なお、油溶性界面活性剤は、酸価を有する熱可塑性樹脂のガラス転移温度を下げ、乾燥
温度が低くても固着性を確保し得る。また、体積平均粒径を小さくし、分散安定性を向上
させる。３質量％以上含むことで、これらの効果を発揮し易くなる。また、３０質量％以
下の含有量とすることで、酸価を有する熱可塑性樹脂自体の機械的強度が確保され得る。
また、定着性も確保され得る。
【００８５】
　なお、樹脂粒子中の油溶性界面活性剤の有無については、以下のように分析される。遠
心分離、限外濾過等で樹脂粒子を分離し、乾燥後、赤外分光、ＮＭＲ等の公知の分析装置
で樹脂中の油溶性界面活性剤の有無を判定することが出来る。
【００８６】
－樹脂粒子の作製方法－
　樹脂粒子は、予め樹脂粒子が水に分散された水分散液（エマルション）を作製して、水
性インクに配合することがよい。樹脂粒子分散液としては、例えば、転相乳化法を用いて
樹脂粒子分散液中に樹脂粒子を分散させた分散液が挙げられる。
　転相乳化法を用いて樹脂粒子を作製する方法としては、例えば、分散すべき樹脂が溶解
した疎水性有機溶剤溶液中に、油溶性界面活性剤を投入後、有機連続相（Ｏ相）を中和し
、水媒体（Ｗ相）を投入することによって、Ｗ／ＯからＯ／Ｗへの、樹脂の変換（いわゆ
る転相）が行われて不連続相化し、樹脂を、水媒体中に粒子状に分散する方法が挙げられ
る。
【００８７】
－樹脂粒子の特性－
　樹脂粒子の体積平均粒径は、１０ｎｍ以上２００ｎｍ以下の範囲がよく、１５ｎｍ以上
１００ｎｍ以下の範囲が望ましい。２０ｎｍ以上５０ｎｍ以下の範囲がより望ましい。
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【００８８】
　樹脂粒子の体積平均粒径の測定方法は、前述の顔料の体積平均粒径の測定方法と同様の
方法で行う。
【００８９】
　前述のように、樹脂粒子の体積平均粒径は、顔料の体積平均粒径の２倍以下（望ましく
は１．８倍以下）である。下限としては特に限定されないが、０．１倍以上（望ましくは
０．２倍以上）であることがよい。
【００９０】
　樹脂粒子の最低造膜温度（ＭＦＴ）は、４０℃以上１５０℃以下の範囲がよく、５０℃
以上１２０℃以下の範囲が望ましい。
【００９１】
　樹脂粒子の最低造膜温度（ＭＦＴ）は、次のようにして測定する。
　また、イオン交換水で固形分濃度を２５質量％に調整した樹脂粒子の分散液をスポイト
で採取し、あらかじめ定められた温度に加温したガラス板に一滴滴下し、そのまま乾燥さ
せる。この操作を４０℃から１００℃まで温度を変えて行い、透明な樹脂膜が形成できる
温度を最低造膜温度とする。
【００９２】
　樹脂粒子は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００９３】
　水性インク中における樹脂粒子の含有量は、特に制限は無く、目的に応じて決定すれば
よいが、記録装置の吐出安定性及び印刷後の定着性、光沢性の点で、水性インクの全質量
に対して、０．５質量％以上１０質量％以下が望ましく、１質量％以上５質量％以下がよ
り望ましい。なお、樹脂粒子を２種以上併用する場合、含有量は合計量である。
【００９４】
［水性媒体］
　水性媒体としては、水および水溶性有機溶剤が挙げられる。水性媒体は、水を主たる溶
媒とすることがよい。水性媒体は、水溶性有機溶剤を含んでもいてよく、含んでもいなく
てもよい。
　なお、本実施形態において「主たる溶媒」とは、全溶媒のうち最も質量の多い溶媒を指
す。
【００９５】
　水としては、不純物の混入又は微生物の発生を抑制する観点から、蒸留水、イオン交換
水、限外濾過水などの精製水が望ましい。
【００９６】
　水の含有量は、水性インクの全質量に対して、３０質量％以上８０質量％以下が望まし
く、４０質量％以上７０質量％以下がより望ましい。
【００９７】
　水溶性有機溶剤としては、アルコール（エタノール、イソプロピルアルコール、ブチル
アルコール、ベンジルアルコール等）、多価アルコール（エチレングリコール、ジエチレ
ングリコール、プロピレングリコール、トリエチレングリコール、１，５－ペンタンジオ
ール、１，２－へキサンジオール、３－メチル－１，３－ブタンジオール等）、多価アル
コール誘導体、含窒素溶剤（ピロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、シクロヘキシル
ピロリドン、トリエタノールアミン等）、含硫黄溶剤（チオジエタノール、チオジグリセ
ロール、スルホラン、ジメチルスルホキシド等）などが挙げられる。水溶性有機溶剤は、
１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００９８】
　水性媒体に水溶性有機溶剤を含む場合、水溶性有機溶剤の含有量（合計量）は、水性イ
ンクの全質量に対して、１質量％以上４０質量％以下が望ましく、３質量％以上３０質量
％以下がより望ましい。
【００９９】
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［その他添加剤］
　本実施形態に係る水性インクは、必要に応じて、その他添加剤を含んでいてもよい。そ
の他添加剤としては、水溶性有機溶剤、浸透剤、粘度調整剤、ｐＨ調整剤、ｐＨ緩衝剤、
酸化防止剤、紫外線吸収剤、赤外線吸収剤、防腐剤、防カビ剤、界面活性剤等の公知の添
加剤が挙げられる。
【０１００】
　また、その他添加剤としては、水性インクの表面張力を調整し易くするための界面活性
剤が挙げられる。界面活性剤としては、公知の界面活性剤が挙げられ、例えば、ＨＬＢ（
親水基／疎水基バランス「Ｈｙｄｒｏｐｈｉｌｅ－　Ｌｉｐｏｐｈｉｌｅ　Ｂａｒａｎｃ
ｅ」）が１４以下の界面活性剤を含むことが挙げられる。ＨＬＢが１４以下の界面活性剤
としては、ＨＬＢが１４以下の界面活性剤、又は異なるＨＬＢの界面活性剤を複数種使用
してＨＬＢを１４以下に調製するなどの方法が挙げられる。
【０１０１】
［水性インクの物性］
　水性インクのｐＨは、４以上１０以下が望ましく、５以上９以下がより望ましい。本実
施形態において水性インクのｐＨは、温度２３±０．５℃、相対湿度５５±５％ＲＨの環
境下で測定する。
【０１０２】
　水性インクの表面張力は、２０ｍＮ／ｍ以上４０ｍＮ／ｍ以下が望ましく、２５ｍＮ／
ｍ以上３５ｍＮ／ｍ以下がより望ましい。本実施形態において水性インクの表面張力は、
ウィルヘルミー型表面張力計を用いて、温度２３±０．５℃、相対湿度５５±５％ＲＨの
環境下で測定する。
【０１０３】
　水性インクの粘度は、１ｍＰａ・ｓ以上３０ｍＰａ・ｓ以下が望ましく、１．５ｍＰａ
・ｓ以上２０ｍＰａ・ｓ以下がより望ましい。本実施形態において水性インクの粘度は、
ＴＶ－２０形粘度計（東機産業）を測定装置として用い、測定温度２３℃、せん断速度１
４００ｓ－１の条件で測定する。
【０１０４】
［記録媒体］
　本実施形態に係る水性インクを用いた被記録対象となる記録媒体としては、特に制限さ
れず、公知のあらゆる記録媒体が挙げられる。
【０１０５】
　浸透性記録媒体としては、普通紙等が挙げられる。非浸透性記録媒体としては、例えば
、樹脂、金属、ガラス、セラミックス、シリコン、ゴム等を材料とするフィルム、板等；
樹脂等でコートされた紙；などが挙げられる。
【０１０６】
　非浸透性記録媒体としては、包装資材に従来使用されている各種の樹脂フィルムも挙げ
られる。樹脂フィルムの材料としては、ポリエチレンテレフタレート、ポリプロピレン、
ナイロン等が挙げられる。樹脂フィルムは、表面にコロナ放電等による電荷処理が施され
ていてもよい。
【０１０７】
＜インクカートリッジ＞
　本実施形態に係るインクカートリッジは、本実施形態に係る水性インクを収容したカー
トリッジである。本実施形態に係るインクカートリッジは、例えば、インクジェット方式
の記録装置に着脱可能な形態で提供される。
【０１０８】
＜記録装置、記録方法＞
　本実施形態に係る記録装置は、本実施形態に係る水性インクを収容し、該水性インクを
記録媒体上に吐出する吐出ヘッドを備える。本実施形態に係る記録装置により、本実施形
態に係る水性インクを吐出ヘッドから記録媒体上に吐出する吐出工程を有する記録方法が
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実現される。
【０１０９】
　また、本実施形態に係る記録装置には、本実施形態に係る水性インクを収容し、当該記
録装置に着脱されるようカートリッジ化されたインクカートリッジを備えていてもよい。
【０１１０】
　以下、本実施形態に係る記録装置及び記録方法の一例について図面を参照しつつ説明す
る。
【０１１１】
　図１は、本実施形態に係る記録装置を示す概略構成図である。
【０１１２】
　本実施形態に係る記録装置１２は、例えば、図１に示すように、筐体１４内の下部に、
給紙容器１６が備えられており、給紙容器１６内に積層された用紙Ｐ（記録媒体の一例）
を取り出しロール１８で１枚ずつ取り出す機構を有している。取り出された用紙Ｐは、搬
送経路２２を構成する複数の搬送ローラ対２０で搬送される。
【０１１３】
　給紙容器１６の上方には、駆動ロール２４及び従動ロール２６に張力を付与されつつ支
持された無端状の搬送ベルト２８が配置されている。搬送ベルト２８の上方には、吐出ヘ
ッド３０（吐出装置の一例）が配置されており、搬送ベルト２８における平坦部分に対向
している。この吐出ヘッド３０が搬送ベルト２８の平坦部分に対向した領域が、吐出ヘッ
ド３０から用紙Ｐにインクの液滴が吐出される吐出領域となっている。搬送ローラ対２０
で搬送された用紙Ｐは、搬送ベルト２８で保持されてこの吐出領域に至り、吐出ヘッド３
０に対向した状態となり、吐出ヘッド３０から画像情報に応じて吐出されたインクの液滴
が用紙Ｐの表面に付着する。
【０１１４】
　吐出ヘッド３０はインクジェット方式によってインク滴を複数のノズルから吐出する吐
出ヘッドであり、公知のものが適用される。例えば、吐出ヘッド３０は、インクの液滴を
熱により吐出する、所謂サーマル方式であってもよいし、インクの液滴を圧力により吐出
する、所謂圧電方式であってもよく、
【０１１５】
　また吐出ヘッド３０としては、例えば、有効な記録領域（インクを吐出するノズルの配
置領域）が用紙Ｐの幅（搬送方向と交差（例えば直交）する方向の長さ）以上とされた長
尺状の吐出ヘッドが挙げられる。
　また吐出ヘッド３０としては、目的に応じて、例えば、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ
）、シアン（Ｃ）、及びブラック（Ｋ）の４色それぞれに対応した４つの吐出ヘッドが搬
送方向に沿ってアレイ状に配置されている形態、ブラック（Ｋ）に対応した一つの吐出ヘ
ッド３０を配置した形態、他の中間色を加えた４色以上のそれぞれに対応した４つ以上の
吐出ヘッド３０を配置した形態等が挙げられる。
【０１１６】
　吐出ヘッド３０の上流側（用紙Ｐの搬送方向上流側）には、帯電ロール３２が配置され
ている。帯電ロール３２は、従動ロール２６との間で搬送ベルト２８及び用紙Ｐを挟みつ
つ従動し、接地された従動ロール２６との間に電位差を生じさせ、用紙Ｐに電荷を与えて
搬送ベルト２８に静電吸着させる。
【０１１７】
　吐出ヘッド３０の下流側（用紙Ｐの搬送方向下流側）には、剥離板３４が配置されてお
り、用紙Ｐを搬送ベルト２８から剥離させる。剥離された用紙Ｐは、剥離板３４の下流側
（用紙Ｐの搬送方向下流側）で排出経路３６を構成する複数の排出ローラ対３８で搬送さ
れ、筐体１４の上部に設けられた排紙容器４０に排出される。
　なお、図１に示す記録装置１２は、吐出ヘッド３０によってインクの液滴を用紙Ｐの表
面に直接吐出する方式であるが、これに限られず、例えば中間転写体にインクの液滴を吐
出した後に、中間転写体上のインクの液滴を用紙Ｐに転写する方式であってもよい。
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【０１１８】
　また、記録装置１２では、目的のサイズの枚葉状の記録媒体に水性インクを吐出して画
像を記録する方式について説明したが、例えば、ロール状の記録媒体（所謂連帳紙）に水
性インクを吐出して画像を記録する方式であってもよい。
　記録装置１２では、乾燥装置を備えていない記録装置について説明したが、記録媒体上
に吐出された水性インクを乾燥する乾燥装置を更に備えた記録装置でもあってもよい。
【０１１９】
　本実施形態は、限定的に解釈されるものではなく、本発明の要件を満足する範囲内で実
現されることは、言うまでもない。
【実施例】
【０１２０】
　以下、実施例により発明の実施形態を詳細に説明するが、発明の実施形態は、これら実
施例に限定されるものではない。以下の説明において、特に断りのない限り、「％」は質
量基準である。
【０１２１】
［樹脂粒子の合成］
（合成例１）
　スチレン（和光純薬工業社製品）７９０質量部、ブチルアクリレート（和光純薬工業社
製品）１５０質量部、β―ＣＥＡ（ダイセル・サイテック社製）６０質量部および重合開
始剤（和光純薬工業社製、Ｖ－６０１）２０質量部をメチルエチルケトン４２８質量部に
溶解させた。撹伴機、温度計、冷却管及び窒素導入管を備えたセパラブルフラスコをオイ
ルバスにて８０℃に加温し、窒素導入管より窒素を導入し、フラスコ内を窒素雰囲気にし
た。ここに上記混合液を１０質量部／分の速度で滴下し、重合を開始した。２時間後、重
合開始剤（和光純薬工業社製、Ｖ－６０１）１０質量部を投入し、さらに２時間後に重合
開始剤（和光純薬工業社製、Ｖ－６０１）１０質量部を投入し２時間反応させた。反応終
了後、メチルエチルケトンを加えて、固形分濃度５０質量％に調整してスチレンアクリル
樹脂溶液を得た。得られた溶液中のスチレンアクリル樹脂（樹脂１）のガラス転移温度を
、示差走査熱量系（ＤＳＣ）を用いて測定したところ、６５℃であった。得られた樹脂１
の分子量をＧＰＣを用いて測定したところ、重量平均分子量（Ｍｗ）は２５０００であっ
た。また、得られた樹脂１の酸価を測定したところ、２０ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【０１２２】
（合成例２）
　スチレン（和光純薬工業社製品）６７０質量部、ブチルアクリレート（和光純薬工業社
製品）３８質量部、β―ＣＥＡ（ダイセル・サイテック社製）２９２質量部および重合開
始剤（和光純薬工業社製、Ｖ－６０１）２０質量部をメチルエチルケトン４２８質量部に
溶解させた。撹伴機、温度計、冷却管及び窒素導入管を備えたセパラブルフラスコをオイ
ルバスにて８０℃に加温し、窒素導入管より窒素を導入し、フラスコ内を窒素雰囲気にし
た。ここに上記混合液を５質量部／分の速度で滴下し、重合を開始した。２時間後、重合
開始剤（和光純薬工業社製、Ｖ－６０１）１０質量部を投入し、さらに２時間後に重合開
始剤（和光純薬工業社製、Ｖ－６０１）１０質量部を投入し２時間反応させた。反応終了
後、メチルエチルケトンを加えて、固形分濃度５０質量％に調整してスチレンアクリル樹
脂溶液を得た。得られた溶液中のスチレンアクリル樹脂（樹脂２）のガラス転移温度を、
示差走査熱量系（ＤＳＣ）を用いて測定したところ、５４℃であった。得られた樹脂２の
分子量をＧＰＣを用いて測定したところ、重量平均分子量（Ｍｗ）は２８０００であった
。また、得られた樹脂２の酸価を測定したところ、１００ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【０１２３】
（合成例３）
　加熱乾燥した二口フラスコに、アジピン酸ジメチル７２部、テレフタル酸ジメチル１８
８部、ビスフェノールＡエチレンオキサイド付加物２１１部、エチレングリコール３７部
と、触媒としてテトラブトキシチタネート０．０３６部とを入れ、容器内に窒素ガスを導
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入して不活性雰囲気に保ち攪拌しながら昇温した後、１６０℃で約５時間共縮重合反応さ
せ、その後、１０Ｔｏｒｒまで徐々に減圧しながら２２０℃まで昇温し３時間保持した。
一旦常圧に戻し、無水トリメリット酸１８部を加え、再度１０Ｔｏｒｒまで徐々に減圧し
１時間保持することによりポリエステル樹脂（樹脂３）を合成した。
　得られたポリエステル樹脂のガラス転移温度を、示差走査熱量系（ＤＳＣ）を用いて測
定したところ、５６℃であった。得られたポリエステル樹脂３の分子量をＧＰＣを用いて
測定したところ、重量平均分子量（Ｍｗ）は８０００であった。また、得られた樹脂３の
酸価を測定したところ、４４ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【０１２４】
（合成例４）
　合成例１において、スチレン（和光純薬工業社製品）７１９質量部、ブチルアクリレー
ト（和光純薬工業社製品）２２１質量部、β―ＣＥＡ（ダイセル・サイテック社製）６０
質量部を、スチレン（和光純薬工業社製品）５７０質量部、ブチルアクリレート（和光純
薬工業社製品）１８質量部、β―ＣＥＡ（ダイセル・サイテック社製）４１２質量部に変
えた以外は全く同じ操作を行い、スチレンアクリル樹脂（樹脂４）を得た。得られた樹脂
４の酸価を測定したところ、酸価１４０ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【０１２５】
（合成例５）
　合成例１において、スチレン（和光純薬工業社製品）７１９質量部、ブチルアクリレー
ト（和光純薬工業社製品）２２１質量部、β―ＣＥＡ（ダイセル・サイテック社製）６０
質量部を、スチレン（和光純薬工業社製品）７３０質量部、ブチルアクリレート（和光純
薬工業社製品）１４０質量部、β―ＣＥＡ（ダイセル・サイテック社製）１３０質量部に
変えた以外は全く同じ操作を行い、スチレンアクリル樹脂（樹脂５）を得た。得られた樹
脂５の酸価を測定したところ、酸価４４ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【０１２６】
（合成例６）
　合成例１において、スチレン（和光純薬工業社製品）７１９質量部、ブチルアクリレー
ト（和光純薬工業社製品）２２１質量部、β―ＣＥＡ（ダイセル・サイテック社製）６０
質量部を、スチレン（和光純薬工業社製品）６１０質量部、ブチルアクリレート（和光純
薬工業社製品）１８５質量部、β―ＣＥＡ（ダイセル・サイテック社製）２質量部に変え
た以外は全く同じ操作を行い、スチレンアクリル樹脂（樹脂６）を得た。得られた樹脂６
の酸価を測定したところ、酸価７０ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【０１２７】
［樹脂粒子の作製］
－樹脂粒子０１の作製－
　撹伴機、温度計、冷却管及び窒素導入管を備えたセパラブルフラスコに上記合成例１で
作製した固形分濃度５０質量％のスチレンアクリル樹脂溶液４００質量部を入れ、攪拌し
ながら４０℃に加温した。ここにメチルエチルケトン３００質量部加えて希釈した後、ア
セチレングリコール骨格を有する界面活性剤（日信化学工業社製、サーフィノール４４０
、ＨＬＢ８）を２８質量部加え、均一に近い状態に混合した。樹脂溶液を攪拌しながら、
１０％のアンモニア水溶液２５質量部を滴下した後、１０００質量部のイオン交換水を加
えて転相乳化した。その後、系内に窒素を送り込んでメチルエチルケトンおよび余分なア
ンモニアを除去した。このようにして、アセチレングリコール骨格を有する界面活性剤が
含有された樹脂粒子０１を得た。粒子の平均粒径は２６ｎｍであった。また、既述の方法
により最低造膜温度（ＭＦＴ）を測定した結果を表１に示す。
【０１２８】
－樹脂粒子０２の作製－
　樹脂粒子０１の作製と同様に、セパラブルフラスコに上記合成例１で作製した固形分濃
度５０質量％のスチレンアクリル樹脂溶液４００質量部を入れ、攪拌しながら４０℃に加
温した。ここにメチルエチルケトン１２５質量部加えて希釈した後、アセチレングリコー
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ル骨格を有する界面活性剤（日信化学工業社製、サーフィノール４４０、ＨＬＢ８）を２
８質量部加え、均一に近い状態に混合した。樹脂溶液を攪拌しながら、１０％のアンモニ
ア水溶液１８質量部を滴下した後、１０００質量部のイオン交換水を加えて転相乳化した
。その後、系内に窒素を送り込んでメチルエチルケトンおよび余分なアンモニアを除去し
た。このようにしてアセチレングリコール骨格を有する界面活性剤が含有された樹脂粒子
０２を得た。粒子の平均粒径は５８ｎｍであった。また、既述の方法により最低造膜温度
（ＭＦＴ）を測定した結果を表１に示す。
【０１２９】
－樹脂粒子０３の作製－
　撹伴機、温度計、冷却管及び窒素導入管を備えたセパラブルフラスコに上記合成例２で
作製した固形分濃度５０質量％のスチレンアクリル樹脂溶液４００質量部を入れ、攪拌し
ながら４０℃に加温した。ここにメチルエチルケトン３００質量部加えて希釈した後、ア
セチレングリコール骨格を有する界面活性剤（日信化学工業社製、サーフィノール４４０
、ＨＬＢ８）を２８質量部加え、均一に近い状態に混合した。樹脂溶液を攪拌しながら、
１０％のアンモニア水溶液１８質量部を滴下した後、１０００質量部のイオン交換水を加
えて転相乳化した。その後、系内に窒素を送り込んでメチルエチルケトンおよび余分なア
ンモニアを除去した。このようにしてアセチレングリコール骨格を有する界面活性剤が含
有された樹脂粒子０３を得た。粒子の平均粒径は４２ｎｍであった。また、既述の方法に
より最低造膜温度（ＭＦＴ）を測定した結果を表１に示す。
【０１３０】
－樹脂粒子０４の作製－
　樹脂粒子０１の作製において、アセチレングリコール骨格を有する界面活性剤（サーフ
ィノール４４０）をポリオキシエチレンオレイルエーテルの界面活性剤（日油社製、ノニ
オン（登録商標）Ｅ２０５、ＨＬＢ９）に変更した以外は同様な処理を行い、樹脂粒子０
４を得た。粒子の平均粒径は３８ｎｍであった。また、既述の方法により最低造膜温度（
ＭＦＴ）を測定した結果を表１に示す。
【０１３１】
－樹脂粒子０５の作製－
　撹伴機、温度計、冷却管及び窒素導入管を備えたセパラブルフラスコに上記合成例３で
作製した固形分濃度５０質量％のポリエステル樹脂溶液４００質量部を入れ、攪拌しなが
ら４０℃に加温した。ここにメチルエチルケトン３００質量部加えて希釈した後、ソルビ
タン脂肪酸エステル系界面活性剤（花王社製、レオドールＳＰ－Ｐ１０、ＨＬＢ６．７）
を２８質量部加え、均一に近い状態に混合した。樹脂溶液を攪拌しながら、１０％のアン
モニア水溶液１８質量部を滴下した後、１０００質量部のイオン交換水を加えて転相乳化
した。その後、系内に窒素を送り込んでメチルエチルケトンおよび余分なアンモニアを除
去した。このようにして、樹脂粒子０５を得た。粒子の平均粒径は４５ｎｍであった。ま
た、既述の方法により最低造膜温度（ＭＦＴ）を測定した結果を表１に示す。
【０１３２】
－樹脂粒子０６の作製－
　樹脂粒子０１の作製において、樹脂１を樹脂４に代えた以外は、同様な処理を行い、ア
セチレングリコール骨格を有する界面活性剤が含有された樹脂粒子０６を得た。粒子の平
均粒径は４０ｎｍであった。また、既述の方法により最低造膜温度（ＭＦＴ）を測定した
結果を表１に示す。
【０１３３】
－樹脂粒子０７の作製－
　樹脂粒子０１の作製において、樹脂１を樹脂５に代え、さらに、アセチレングリコール
骨格を有する界面活性剤（サーフィノール４４０）をソルビタン脂肪酸エステル系界面活
性剤（花王社製、レオドールＳＰ－Ｐ１０）に代えた以外は、同様な処理を行い、樹脂粒
子０７を得た。粒子の平均粒径は４５ｎｍであった。また、既述の方法により最低造膜温
度（ＭＦＴ）を測定した結果を表１に示す。
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【０１３４】
－樹脂粒子０８の作製－
　樹脂粒子０１の作製において、樹脂１を樹脂６に代えた以外は、同様な処理を行い、樹
脂粒子０８を得た。粒子の平均粒径は２６ｎｍであった。また、既述の方法により最低造
膜温度（ＭＦＴ）を測定した結果を表１に示す。
【０１３５】
－樹脂粒子０９の作製－
　樹脂粒子０１の作製において、アセチレングリコール骨格を有する界面活性剤（サーフ
ィノール４４０）をアセチレングリコール骨格を有する界面活性剤（サーフィノール４２
０、ＨＬＢ４）に代えた以外は、同様な処理を行い、樹脂粒子０９を得た。粒子の平均粒
径は２６ｎｍであった。また、既述の方法により最低造膜温度（ＭＦＴ）を測定した結果
を表１に示す。
【０１３６】
－樹脂粒子１１の作製－
　樹脂粒子０１の作製において、メチルエチルケトン３００質量部をメチルエチルケトン
１００質量部に変えた以外は全く同じ操作を行い、アセチレングリコール骨格を有する界
面活性剤が含有された樹脂粒子１１を得た。粒子の平均粒径は１４８ｎｍであった。
であった。また、既述の方法により最低造膜温度（ＭＦＴ）を測定した結果を表１に示す
。
【０１３７】
－樹脂粒子１２の作製－
　樹脂粒子０１の作製において、アセチレングリコール骨格を有する界面活性剤２８質量
部をメチルエチルケトン２８質量部に変えた以外は全く同じ操作を行い、アセチレングリ
コール骨格を有する界面活性剤が含有されていない樹脂粒子１２を得た。粒子の平均粒径
は３４ｎｍであった。また、既述の方法により最低造膜温度（ＭＦＴ）を測定した結果を
表１に示す。
【０１３８】
－樹脂粒子１３の作製－
　酸価１０のスチレンアクリル樹脂（藤倉化成社製、ＦＳＲ０５３）をメチルエチルケト
ンに溶解し固形分濃度５０質量％に調整した。この樹脂溶液を用いて、樹脂粒子０１の作
製と同様な操作を行ったが、１０００ｎｍ以上の粗大粒子となった。これを樹脂粒子１３
とした。また、既述の方法により最低造膜温度（ＭＦＴ）を測定した結果を表１に示す。
　なお、酸価を持たないスチレンアクリル樹脂（藤倉化成社製、ＦＳＲ０４４）を上記の
樹脂粒子１３の作製と同様に処理したところ、粒子は得られなかった。
【０１３９】
－樹脂粒子１４の作製－
　樹脂粒子０１の作製において、メチルエチルケトン３００質量部をメチルエチルケトン
５０質量部に変えた以外は全く同じ操作を行い、アセチレングリコール骨格を有する界面
活性剤が含有された樹脂粒子１４を得た。粒子の平均粒径は６８ｎｍであった。また、既
述の方法により最低造膜温度（ＭＦＴ）を測定した結果を表１に示す。
【０１４０】
－樹脂粒子１５の作製－
　樹脂粒子０１の作製において、アセチレングリコール骨格を有する界面活性剤（日信化
学工業社製、サーフィノール４４０、ＨＬＢ８）を、アセチレングリコール骨格を有する
界面活性剤（日信化学工業社製、サーフィノール４６５、ＨＬＢ１３）に代えた以外は、
同様な処理を行い、アセチレングリコール骨格を有する界面活性剤が含有された樹脂粒子
１５を得た。粒子の平均粒径は９０ｎｍであった。また、既述の方法により最低造膜温度
（ＭＦＴ）を測定した結果を表１に示す。
【０１４１】
＜実施例１～９、比較例１～４＞
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－水性インクＡの調製－
・樹脂粒子：上記で作製した各樹脂粒子０１～０９、１１～１４
・顔料：カーボンブラック分散液（山陽色素社製：平均粒径３３ｎｍ、顔料濃度１５％）
：３３質量部
・水性溶剤（プロピレングリコール）：１５質量部
・水性溶剤（イソプレングリコール）：１０質量部
・イオン交換水：４０質量部
　上記材料を混合した後、５μｍフィルターで濾過を行い、黒色の水性インクを得た。
【０１４２】
＜実施例１０＞
－水性インクＢの調製－
・樹脂粒子：樹脂粒子０１
・顔料：インクＡで使用したカーボンブラック分散液を遠心分離機（日立工機社製ＣＳ１
５０ＦＮＸ）にて分級した小径カーボンブラック分散液（平均粒径２０ｎｍ、顔料濃度８
％）：６２質量部
・水性溶剤（プロピレングリコール）：１５質量部
・水性溶剤（イソプレングリコール）：１０質量部
・イオン交換水：１１質量部
　上記材料を混合した後、５μｍフィルターで濾過を行い、黒色の水性インクを得た。
【０１４３】
＜実施例１１＞
－水性インクＣの調製－
・樹脂粒子：樹脂粒子０１
・顔料：Ａｑｕａ－Ｂｌａｃｋ　１６２分散液（東海カーボン社製：平均粒径１１０ｎｍ
、顔料濃度１９％）：２６質量部
・水性溶剤（プロピレングリコール）：１５質量部
・水性溶剤（イソプレングリコール）：１０質量部
・イオン交換水：４７質量部
　上記材料を混合した後、５μｍフィルターで濾過を行い、黒色の水性インクを得た。
【０１４４】
＜比較例５＞
－水性インクＤの調製－
・樹脂粒子：樹脂粒子１５
・顔料：カーボンブラック分散液（山陽色素社製：平均粒径３３ｎｍ、顔料濃度１５％）
：３３質量部
・水性溶剤（プロピレングリコール）：１５質量部
・水性溶剤（イソプレングリコール）：１０質量部
・イオン交換水：４０質量部
　上記材料を混合した後、５μｍフィルターで濾過を行い、黒色の水性インクを得た。
【０１４５】
＜比較例６＞
－水性インクＥの調製－
・樹脂粒子：樹脂粒子１２（油溶性界面活性剤無し）
・界面活性剤：サーフィノール４４０
・顔料：カーボンブラック分散液（山陽色素社製：平均粒径３３ｎｍ、顔料濃度１５％）
：３３質量部
・水性溶剤（プロピレングリコール）：１５質量部
・水性溶剤（イソプレングリコール）：１０質量部
・イオン交換水：４０質量部
　上記材料を混合した後、５μｍフィルターで濾過を行い、黒色の水性インクを得た。
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【０１４６】
＜評価＞
［耐擦過性］
　上記の水性インクの調製で得た各例の水性インクを塗工紙（王子製紙社製、「ＯＫトッ
プコート＋」）上にワイヤーバー７番で塗布し、６０℃で１０分間乾燥させた。乾燥後、
塗布面に普通紙（富士ゼロックス社製、Ｃ２紙）を当て、上方から２０ニュートン／ｃｍ
２で加圧しながら擦った。擦った部分の普通紙の方の光学濃度を測定し、以下の評価基準
で評価を行った。Ｃまでを許容範囲とした。
－評価基準－
　Ａ：０．０１以上０．０１５未満
　Ｂ：０．０１５以上０．０２５未満
　Ｃ：０．０２５以上０．０３未満
　Ｄ：０．０３以上
【０１４７】
［耐水性］
　上記操作と同様に乾燥させた塗膜に、イオン交換水を滴下し、滴下面を擦って顔料が転
移するかどうかを目視判断した。Ｃまでを許容範囲とした。
【０１４８】
　Ａ：全く転移しない滲みがない。
　Ｂ：転移が軽微。
　Ｃ：転移はあるが塗膜の濃度は低下しない。滲みがあるが、文字の判読は可能。
　Ｄ：転移が多く塗膜の濃度が低下する。滲みが著しく、文字の判読が困難。
【０１４９】



(24) JP 6828309 B2 2021.2.10

10

20

30

40

50

【表１】

【０１５０】
　なお、表１中の略称等の詳細は、以下の通りである。
【０１５１】
－熱可塑性樹脂－
・Ｓｔ／Ａｃ：スチレンアクリル共重合体
・ＰＥＳ：ポリエステル樹脂
【０１５２】
－界面活性剤－
・Ｓ１：アセチレングリコール骨格を有する界面活性剤（日信化学工業社製、サーフィノ
ール４４０）
・Ｓ２：ポリオキシオレイルエーテル系界面活性剤（日油社製、ノニオン（登録商標）Ｅ
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・Ｓ３：ソルビタン脂肪酸エステル系界面活性剤（花王社製、レオドールＳＰ－Ｐ１０）
・Ｓ４：アセチレングリコール骨格を有する界面活性剤（日信化学工業社製、サーフィノ
ール４２０）
・Ｓ５：アセチレングリコール骨格を有する界面活性剤（日信化学工業社製、サーフィノ
ール４６５）
【０１５３】
　表１中、比較例６の界面活性剤欄の「無（Ｓ１）」および「無（８）」の表記は、油溶
性界面活性剤は樹脂粒子中に含まず、上記の界面活性剤Ｓ１（ＨＬＢ８）を水性インク中
に含んでいることを表す。
【符号の説明】
【０１５４】
１２　記録装置
１４　筐体
１６　給紙容器
１８　取り出しロール
２０　搬送ローラ対
２４　駆動ロール
２６　従動ロール
２８　搬送ベルト
３０　吐出ヘッド
３２　帯電ロール
３４　剥離板
３６　排出経路
３８　排出ローラ対
４０　排紙容器
Ｐ　用紙
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